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●平成21年度高浜市職員募集 

●特集　新型インフルエンザってなに？ 

●10月は母子保健強調月間です 

●介護相談員活動状況報告 



●人口と世帯数（H20.9.1 現在） 
　人　口 

　世帯数 

44,624人 

16,862世帯 

（＋ 21） 

（＋ 26） 

23,140人 

21,484人 

（＋ 9） 

（＋ 12） 
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市長との対話日 

　10月3日貊、11月7日貊　午前9時～正午　市長応接室 

※11月7日貊の対話日は10月31日貊までに、人事グルー

プ（蕁52－1111　内線309）へ申し込んでください。 

税務相談（税理士） 

　10月14日貂　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。 

　予約優先（蕁52－1111　内線269）です。 

労働相談（西三河事務所職員）　 

　10月8日貉　午後1時～4時　市役所市民相談室 

※職場での悩みごと・困りごとなど。（解雇・賃金･労働時

間など） 

市民相談（市民生活グループ職員）　 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　市役所市民相談室 

※市役所へのご意見・ご要望など。 

日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）　 

　庁舎内の案内など。 

　平日　午前8時30分～午後5時　市役所市民生活グループ 

・A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM

BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS

DIARIAMENTE ( INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS)08:30 ÀS

　17:00 NO SETOR SHIMIM SEIKATSU GURUPU,JUNTO À ENTRADA. 

人権相談（人権擁護委員）　 

　10月2日貅、11月6日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※いじめ、虐待、差別などの人権問題。 

行政相談（行政相談員）　 

　10月2日貅、11月6日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※国、県、市などに対する苦情・要望など。 

消費生活相談（消費生活相談員）　 

　10月10日貊　午後1時～4時　市役所市民相談室 

※消費者トラブルの相談など。 

高年齢者職業相談　 

　平日　午前10時～午後3時　 

　市役所高齢者職業支援室 

教育相談　 

　平日　午前8時30分～午後5時15分 

　子ども権利支援センター（全世代楽習館内） 

※事前に子ども権利支援センター（蕁54－4686）または学校経

営グループ（蕁52－1111　内線345）へ申し込んでください。 

心配ごと相談（弁護士） 

　10月1日貉、15日貉、11月5日貉　午後1時～3時45分　いきいき広場 

※予約制。事前に、社会福祉協議会（蕁52－2002）へ申し

込んでください。 

女性悩みごと相談（県女性相談員） 

　10月14日豺　午前10時～午後4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。 

介護保険相談（介護保険グループ職員） 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場（蕁52－9871） 

こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員） 

　10月8日貉　午前9時45分～午後4時　いきいき広場 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 

家庭児童相談（家庭児童相談員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※子どもと家庭の悩み事相談など。 

母子自立支援相談（母子自立支援員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※自立に必要な情報提供・指導・相談など。 

母子家庭就業相談（県就業相談員） 

　10月21日貂　午後2時～4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

心理相談（臨床心理士）　毎週水曜日　午後1時～5時 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 
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3 広報たかはま H20.10.1

昭和48年4月2日以降
に生まれた方で、幼稚
園教諭免許および保育
士資格を有する方、ま
たは平成21年3月末日
までに取得見込みで、
短大・専門学校卒業（見
込含む）の方 

昭和53年4月2日以降
に生まれた方で、大学
を卒業された方、また
は平成21年3月末日ま
でに卒業見込みの方 

昭和48年4月2日以降
に生まれた方で、学校
教育法による高等学校
以上を卒業し、かつ一
級建築士の資格を有す
る方。 

第1次試験 
教養試験、作文試験、
適性検査、専門試験 
 
第2次試験 
第1次試験合格者のみ
個別面接試験 

第1次試験 
教養試験、作文試験、
適性検査 
 
第2次試験 
第1次試験合格者のみ
個別面接試験 

次の項目の一つに該当する方は受験できません。 

盧成年被後見人、被保佐人 

盪禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終るまでの方、または

その刑の執行猶予期間中の方、その他その執行を受けること

がなくなるまでの方など。 

・詳しくは、平成21年度高浜市職員採用候補者募集要項をご

覧ください。募集要項および採用候補者志願書などは人事グ

ループでお渡しします。 

・募集要項および採用候補者志願書の郵送を希望する方は、

140円切手を貼った返信用の封筒（Ａ4サイズの用紙が入る

もの）に宛名を記入のうえ、人事グループへ請求してください。 

受付・問合せ先：市役所人事グループ　蕁52－1111（内線209） 

 

平成21年度 

高浜市職員募集 

第1次試験 
教養試験、作文試験、
適性検査、専門試験 
 
第2次試験 
第1次試験合格者のみ
個別面接試験 

第1次試験 
　10月25日貍 
 
第2次試験 
　11月下旬 

第1次試験 
　10月25日貍 
 
第2次試験 
　11月下旬 

第1次試験 
　10月25日貍 
 
第2次試験 
　11月下旬 

5人程度 

5人程度 

１人 

一 般 事 務 職  

保 育 士 ・  
教 　 諭 　 職  

建 築 技 術 職  

試 験 内 容 試　験　日 学歴・資格・年齢など 採用予定人員 職　種 

◆採用職種・人員・受験資格・試験日など 

受付期間　10月1日貉～10月15日貉 
　　　　　※受付時間は、午前8時30分～午後5時15分です。 
　　　　　　（土・日曜日および祝日を除く） 

受付場所　高浜市役所3階人事グループ 
試験会場　高浜市役所会議室 



　インフルエンザは、インフルエンザウイルスの感染によっておこる病気です。 
　主な症状としては、高熱（38～40度）や頭痛、筋肉痛、全身倦怠感などの全身症状と、のどの痛み、
咳や痰などの呼吸器の急性炎症症状などがみられます。 
　インフルエンザは通常のかぜとくらべ、症状が重く、全身症状も顕著に現れます。そのため、高齢者が
かかると肺炎を併発したり、持病を悪化させたりして重篤になり、最悪の場合は死に至ることもあります。
また、潜伏期間が短く感染力が強いことも特徴で、毎年、流行期の12月下旬から3月上旬にかけては多く
の方がインフルエンザにかかっています。 

●インフルエンザとは 

　鳥インフルエンザとは、A型インフルエンザウイルスが鳥類に感染して起きる鳥類の感染症です。鳥イン
フルエンザウイルスは、アヒルなどのカモ類を自然宿主として存在しており、腸管で増殖し、鳥の間では
糞を介して感染します。 
　ニワトリ・ウズラ・七面鳥などに感染すると非常に高い病原性をもたらすものがあり、そのタイプを高
病原性鳥インフルエンザと呼びます。現在、世界的に養鶏産業の脅威となっているのはこのウイルスで、
このうち H5N1 亜型ウイルスでは鳥と接触した人間への感染、発病が報告されています。 

●鳥インフルエンザとは 

　動物、特に鳥類のインフルエンザウイルスが人に
感染し、人の体内で増えることができるように変化し、
人から人へと効率よく感染できるようになったもので、
このウイルスが感染して起こる疾患が新型インフル
エンザです。新型インフルエンザは、人類のほとん
どが免疫を持っていないために、容易にヒトからヒ
トへ感染します。 

●新型インフルエンザとは 

　新型インフルエンザが発生した場合、愛知県では、約73万人から140万人が感染すると想定されています
（愛知県新型インフルエンザ対策行動計画より）。流行時には行動範囲が制限される場合があります。そのため、
わたしたちの社会生活にも影響が及び、長期休業や学校閉鎖などが想定されます。また、流通が止まったり、
水道やガス、電気が止まったりする可能性もあります。多くの人が医療機関を受診して、混乱が起きることも
予測されます。 
　自然災害と違い、広い地域で同時に発生するため、ほかの自治体の支援が受けられないことが考えられます。 

●もしも「新型インフルエンザ」が発生したら 

【問合せ先】　いきいき広場内保健福祉グループ　蕁52－9871 
 

　これらはいずれも世界的に流行し、時に多くの死亡者（スペインインフルエンザは世界で4,000万人）を出しました。こう
した「新型インフルエンザ」は、10年から40年の周期で流行してきましたが、次の新型インフルエンザがいつ出現するのか、
予測することはできません。なお、過去の例を見ても、流行の季節は冬とは限りません。 

詳しい情報について 
●厚生労働省新型インフルエンザ対策関連情報 
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html 

●国立感染症研究所感染症センター 
　http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/05pandemic.html 

●愛知県健康対策課　新型インフルエンザについて 
　http://www.pref.aichi.jp/0000011920.html 

◆過去の新型インフルエンザ 

スペインインフルエンザ 
（スペインかぜ） 

大正7年 

アジアインフルエンザ 
（アジアかぜ） 

昭和32年 

香港インフルエンザ 
（香港かぜ） 

昭和43年 

ソ連インフルエンザ 
（ソ連かぜ） 

昭和52年 

●身近で発生したら？ 
最低2週間分の食料品などを！ 

　新型インフルエンザが発生すると行動を制限されたり、流通停止や買いだめにより品薄になったりするかもしれま
せん。また、店の休業も考えられます。食料品などを備蓄しておきましょう。 

もしも発熱したら！ 

　まずは保健所（蕁21－4778）に連絡し、発熱外来が設置されている医療機関を確認しましょう。また、院内感染
を防ぐため、事前に医療機関へ連絡して受診してください。 

【食料品】 

・水（ミネラルウォーター） 

・ペットボトル飲料 

・パックご飯、米 

・めん類、インスタントカップめん 

・レトルト食品（カレー、お粥 

　など） 

・缶詰（さば、いわしなど） 

・栄養補給剤・ビタミン剤 

 

【日用品】 

・保険証 

・洗剤（洗濯・台所） 

 

・トイレットペーパー 

・ティッシュペーパー 

・ビニール袋 

・缶切り、はさみ 

・キッチン用ラップ 

・アルミホイル 

・紙コップ、紙皿 

・生理用品 

・粉ミルク、離乳食 

　　（乳幼児のいる家庭） 

・カセットコンロ、ボンベ 

・ろうそく、マッチ、ライター 

 

・懐中電灯、乾電池 

・ ラジオ 

 

【感染予防・医薬品など】 

・マスク、うがい薬 

・手洗いせっけん 

・消毒用アルコール 

・塩素系漂白剤（消毒用） 

・ゴム手袋（使い捨て） 

・常備薬、持病用常備薬 

・水枕、保冷剤、カイロ 

・体温計 

◆次のような食料品や日用品などを、最低2週間分備蓄しておきましょう。 

●「新型インフルエンザ」への感染を防ぐには？ 
　新型インフルエンザ発生したときに重要なことは、「発生しても感染を遅らせる」「流行の広がりを遅らせる」
こと。 

まずは、通常のインフルエンザ対策を！ 

○帰宅後の手洗い・うがいやマスク着用の習慣を身に付けましょう。 
○人混みや繁華街への外出をできる限り控えることも大切です。 
○十分な栄養とバランスの良い食事をとり、日頃から体力を高めて 
　おくことを心掛けましょう。 

咳エチケット！ 

　ウイルスを含むしぶきが飛び散る距離は、咳で1.5メートル、くしゃみで3メー
トル。 
○咳やくしゃみがでる場合は、必ずマスクやハンカチなどで口と鼻を覆いましょう。 
○肌などに付着したしぶきの中のウイルスが手に付いて感染することもあるので、
注意してください。 

インフルエンザ感染者 

家きん 
（ニワトリなど） 

野鳥（カモなど） 

ヒトインフルエンザ 
ウイルス 

新型インフルエンザ 
ウイルス 

鳥インフルエンザ 
ウイルス 
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　10月は母子保健強調月間です。こどもたちはわが街の宝です(＾＾)ｖ　 
安心して、妊娠・出産・子育てができる環境づくりについて、考えてみましょう。 

●知っていますか？マタニティーマーク 
　妊娠中、特に妊娠初期は、あかちゃんの成長と妊婦さん自身の
健康を維持するために、とても大切な時期です。 
　妊婦さんにとっては、つわりなどのつらい症状が多い時期ですが、
外見からは妊娠していることがわかりづらく、周囲の理解が得ら
れにくいことがあります。 
　このマークを身につけている女性を見かけたら、思いやりある
お心遣いをお願いします。 

〈妊婦健康診査〉 
　安心・安全な出産を迎えるためには、妊娠中の健康管理が重要です。あかちゃんの順調な発育と、
妊婦さんの健康状態の確認のため、医療機関などで妊婦健診を受けましょう。 
市では、母子健康手帳交付時に「妊婦健康診査受診票」をお渡ししています。7回まで公費負担で
受診できますので、妊娠11週以前に母子健康手帳の交付を受け、早くから健康管理に努めましょ
う。 
 
〈乳幼児健康診査〉 
　お子さんの健康状態と成長の確認のため、乳幼児健診を受けましょう。母子健康手帳交付時にお
渡しする「乳児健康診査受診票」を使って、2回まで医療機関において公費負担で受診できます。 
また、保健センターにおいては「4か月児健診」「1歳6か月児健診」「2歳・2歳6か月児歯科健診」
「3歳児健診」を実施しています。子育てをする中での疑問や不安を解消する場としても、ぜひご
活用ください。 

●受けよう！妊婦健診！乳幼児健診！ 

● 「こんにちは！あかちゃん訪問」実施中 
　あかちゃんの健やかな成長と、お母さんの体調確認や健康相談のため、保健師・看護師が各家庭
を訪問しています。第1子を出産されたご家庭には、市から連絡をさせていただきます。 
　第2子以降の出産をされた方や、市外在住で里帰り中の方も、ご希望に応じて訪問させていただ
きますので、保健福祉グループへお申し込みくだ
さい。 
　育児をはじめ、あかちゃんやお母さんの気にな
ることなど、お気軽にご相談ください。 
 

中川彩香ちゃん・鷺坂咲良ちゃん 

問合せ先 
いきいき広場内保健福祉グループ 
蕁52－9871
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　介護保険制度は、これまでの行政の措置とは異なり、サービスの「担い手」
と「受け手」が対等の立場になりました。 
　市では、平成12年10月から介護相談員制度を導入し、現在、7人の介護相
談員が介護サービス提供の場を訪ね、サービス利用者や家族の話を聞き、相
談に応じる一方、不平・不満や疑問に気づき、利用者と事業者の橋渡しをし
ながら、問題の改善や介護サービスの質的向上に向けた活動をしています。 
問合せ先　いきいき広場内介護保険グループ　蕁52－9871

平成19年度 
介護相談員の 
活動状況を 
お知らせします 

19 

20 

21 

21 

20 

19 

19 

20 

20 

21 

4 

72 

276

高浜安立荘 

こもれびの里・高浜 

ひだまりの家 

葭池デイサービスセンター 

養護デイサービスセンター 

南部デイサービスセンター 

高浜ケアハウス 

あ・うん 

いこいの宿 

ふぁんふぁんらんど 

オリーブ 

在宅サービス利用者 

合　計（回数） 

介護相談員の活動状況 
（平成19年4月～平成20年3月） 

11 

0 

2 

3 

2 

3 

5 

11 

22 

14 

73

職員の接遇・見守り 

利用料・認定 

食事 

入浴・整髪 

排せつ 

移動 

コミュニケーション 

レクリエーション・リハビリ 

施設整備・生活環境 

その他 

合　計（件数） 

相談・意見等の内訳 
（平成19年4月～平成20年3月） 

相談・意見などの事例とその対応など 

廊下の隅に置いてある木造の
コンテナに、ゴミ捨て容器2個、
洗濯物容器が並べて納められ
ている。どちらに洗濯物を入れ
てよいか利用者の家族には判
断しにくいこと。また、洗濯物
をゴミと同等に見られるのでは
ないか。 

ゴミ箱と洗濯物のコンテナを
分けて使用し、またコンテナ
に表示することとされました。 

利用者の方から現行設置のマ
シンに加え、歩行用ベルト型マ
シン設置の要望がありました。 

歩行用ベルト型マシンはスポー
ツ用のものであり、施設の目
的である介護予防・機能訓練
に適応したものではないため、
そのことを利用者の方に説明
するとともに、利用者個々にあっ
たプログラムを作成し、現在設
置の機器などにより対応するこ
ととされました。 

事例1

事例2

事例3

レクリエーションで行われた掛
け算・割り算の用紙について、
利用者の方が折角頑張ったの
だから、採点をしてあげてはど
うか。 

希望者について採点を行って
いましたが、全員に採点を行う
ことにより、利用者の方の意欲
の向上、職員の積極的な関わ
りに努めることとされました。 

相談・意見内容 対　　応 

介
護
相
談
員 

〈
敬
称
略
〉 

ト ォ フ 
ニ 
ュ 

ー 

ス 

「高取まちづくり協議会」発足 
　高浜南部、吉浜、翼まちづくり協議会に続い
て高取まちづくり協議会が8月30日の設立総会
をもって発足しました。 
　平山裕稔会長から「地域の皆さんと心ふれあ
う安全・安心なまちづくりを目指します。とも
に汗を流しましょう」とのあいさつに会場から
拍手がわきました。 
 
《主な事業計画》 
・「防犯パトロール事業」　街頭犯罪、住宅侵入
などの犯罪を未然に防ぐため、青色回転灯車両
により児童の下校時と夜間に防犯パトロールを
実施する。 
・「防災事業」　地域の防災力向上を目指し、まち
づくり協議会が主体となった防災訓練を実施す
る。また、災害時要支援者情報を把握する。 
・「あいさつ・声かけ事業」　小学校の児童、幼
稚園・保育園の園児の登校、登園する際の安

全を確保するとともに、大きな声できちんとあ
いさつができるように活動をする。 
・「まちなか美化事業」　地域の方が快適に過ご
せるように、まちなかの美化を進める。 
 
※活動に参加・ご協力いただける団体・個人の
方を募集しています。詳しくはお問い合わせ
ください。問い合わせ先　高取まちづくり協
議会事務局（高取公民館2階）蕁55－3894

蜻
会
長
　
平
山
裕
稔
さ
ん 

角谷式男 神谷通夫 宇井一夫 杉浦さがみ 和田邦子 吉田ミツ 佐久間啓子 
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消
費
生
活
相
談
 

開
設
し
ま
す
 

行
政
書
士
に
よ
る
 

無
料
相
談
 

手
当
を
 

振
り
込
み
ま
し
た
 

市
障
害
者
扶
助
料
・
 

市
遺
児
手
当
受
給
者
の
方
 

人
権
擁
護
委
員
に
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
 

１０
月
２０
日
豺
〜
２６
日
豸
 

行
政
相
談
週
間
 

市
 
□
 

市
 
□
 

市
 
□
 

          　
悪
徳
商
法
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
、
助
言
な
ど
を
行
な

い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

相
談
日
　
毎
月
第
2
金
曜
日
 

１０
月
の
相
談
日
　
１０
月
１０
日
貊
　
午

　
後
１
時
〜
4
時
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
相
談
室
 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２６５
・
２６９ 
） 

     　
児
童
や
高
齢
者
の
虐
待
、
差
別
な

ど
市
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
、
も
し

こ
れ
が
侵
さ
れ
た
場
合
に
、
速
や
か

に
適
切
な
処
置
を
と
る
た
め
、
市
で

は
4
人
の
委
員
が
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
木
曜
日
　
午
後

１
時
〜
3
時
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
相
談
室
 

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）　
 

　
原
田
絹
代
、
都
築
律
子
 

　
山
本
鍾
児
、
岡
本
澄
雄
 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２６９ 
） 

     　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
た
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。 

　
国
・
県
・
市
町
村
の
仕
事
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
市
で
は
2
人
の
相
談
員

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
木
曜
日
　
午
後

１
時
〜
3
時
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
相
談
室
 

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
） 

　
桜
井
幸
助
 

　
加
藤
修
三
 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２６９ 
） 

  

    　
１０
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。 

官
公
署
に
提
出
す
る
許
認
可
申
請
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。 

と
き
　
１０
月
１４
日
貂
　
午
後
１
時
〜

4
時
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
4
階
第
１
会
議
室
 

問
合
せ
先
 

　
愛
知
県
行
政
書
士
会
碧
海
支
部
 

　
蕁
４８‐１
6
7
1
 

                 　
平
成
２０
年
度
前
期
分
の
扶
助
料
・

市
遺
児
手
当
を
9
月
３０
日
付
け
で
振

込
み
ま
し
た
。 

　
記
帳
な
ど
で
確
認
し
、
振
り
込
み

が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
至
急
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
次
回
分
か
ら
振
込
先
を
変

更
し
た
い
方
は
、
印
か
ん
を
持
参
の

う
え
、
い
き
い
き
広
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
 

　
い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２‐9
8
7
1

相
　
談 

福
　
祉 
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第
３８
回
 

高
浜
市
民
体
育
大
会
 

総
合
開
会
式
 

第
7
回
 

鬼
み
ち
ま
つ
り
 

ご
存
知
で
す
か
 

検
察
審
査
会
 

市
 
□
 

市
 
□
 

市
 
□
 

市
 
□
 

          　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
い
き
い
き
と
健
や
か
に
過
ご
す
知

恵
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

健
康
教
室
を
開
講
し
ま
す
。 

　
こ
の
教
室
は
、
プ
ー
ル
で
の
全
身

を
使
っ
た
予
防
運
動
や
運
動
室
で
の

健
康
予
防
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
た

教
室
で
す
。
男
性
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

対
象
者
　
国
保
加
入
者
の
方
 

募
集
期
間
　
１０
月
6
日
豺
〜
１５
日
貉
 

募
集
人
数
　
３０
人
（
先
着
順
） 

※
新
規
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方
を
優

先
し
ま
す
。 

開
講
日
　
１１
月
6
日
〜
１２
月
２５
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
（
全
8
回
） 

と
こ
ろ
　
コ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

高
浜
（
図
書
館
西
１００
ｍ
） 

受
講
料
　
１
、0
0
0
円
 

※
納
付
方
法
は
、
別
途
開
講
案
内
で

通
知
し
ま
す
。
受
講
料
納
入
後
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
も
返
還
で
き
ま

せ
ん
。 

※
プ
ー
ル
で
使
用
す
る
水
泳
帽
子
・

水
着
・
タ
オ
ル
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ

来
庁
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
） 

     

                      と
き
　
１０
月
１２
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
（
市
民
セ
ン

タ
ー
）
ホ
ー
ル
 

※
当
日
、
中
央
公
民
館
の
駐
車
場
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
で
の

来
場
は
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

 　
開
会
式
終
了
後
（
一
部
事
前
に
始

ま
る
種
目
競
技
有
）、
体
育
セ
ン
タ

ー
や
市
内
グ
ラ
ン
ド
、
学
校
体
育
館

な
ど
で
各
種
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
1
1
1（
内
線
３３３
） 

               　
高
浜
の
文
化
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
瓦
」
の
歴
史
や
表
情
を
発
見
す
る
 

„
鬼
み
ち
“。
 

　
そ
ん
な
„
鬼
み
ち
“
の
昼
と
夜
の

顔
を
楽
し
む
「
鬼
み
ち
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。 

　
今
年
で
7
回
目
を
迎
え
る
「
鬼
み

ち
ま
つ
り
」
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ

ー
マ
と
し
て
「
鬼
あ
か
り
（
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
）」
が
街
並
み
を
彩
り
、

日
暮
れ
と
と
も
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し

ま
す
。
ま
た
、
昼
間
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
昨
年
度
ま
で
の
「
た
か

は
ま
名
物
じ
ま
ん
市
」
で
お
な
じ
み

の
„
チ
ャ
ラ
ポ
コ
踊
り
“
を
行
い
ま

す
。 

と
き
　
１０
月
１８
日
貍
　
午
後
2
時
〜

8
時
 

※
小
雨
決
行
 

と
こ
ろ
　
森
前
公
園
・
鬼
み
ち
周
辺
 

　（
三
州
瓦
工
業
協
同
組
合
事
務
所

／
高
浜
港
駅
横
〜
か
わ
ら
美
術
館
） 

内
容
 

・
チ
ャ
ラ
ポ
コ
踊
り
 

・
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
展
示
・
点
灯
 

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
キ
ッ
ズ
 

・
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
 

・
鬼
み
ち
ま
つ
り
撮
影
会
　
な
ど
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
と
同
時

配
付
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
鬼
み
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
　
観
光
協
会
／
　
文
化
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
） 

　
蕁
５２‐１
1
1
1（
内
線
３３１
） 

      　「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

の
は
納
得
で
き
な
い
。」 

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
遠
慮
な
く
検
察
審
査
会
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
岡
崎
検
察
審
査
会
事
務
局
 

　
蕁
0
5
6
4‐５１‐5
7
9
3
 

 

国
　
保 

す
い
す
い
健
康
教
室
 

受
講
生
募
集
 

 

催
　
し 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

第3期すいすい健康教室 
開講日 内　　　　　　　　　容 

11月  6日 すいすい健康体操　　　　　　　　　（ストレッチと基礎運動） 

13日 すいすい健康水泳（プール）　　　　  （泳がない水中トレーニング） 

20日 腰痛予防水中運動（プール）　　　　  （腰周り中心水中運動） 

27日 肩こり解消体操　　　　　　　　　   （上半身中心ストレッチと筋力トレーニング） 

12月  4日 膝痛予防のための水中運動（プール）（下半身中心水中運動：アクアウォーキング） 

11日 青竹健康体操　　　　　　　　　　   （ストレッチ体操及び青竹踏み） 

18日 肥満解消水中運動（プール）　　　　  （やさしいアクアビクス） 

25日 レクリエーション＆リラクゼーション　　　　　 



市
 
□
 

                  　
市
営
住
宅
空
家
１
戸
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。（
抽
選
） 

募
集
住
宅
（
一
般
世
帯
向
） 

・
市
営
芳
川
住
宅
２０２
号
（
芳
川
町
一

丁
目
2
番
地
４５
）　
中
層
耐
火
4

階
建
　
3
Ｄ
Ｋ
（
6
、6
、
４.５
、

Ｄ
Ｋ
） 

申
込
資
格
（
基
本
事
項
） 

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

者
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ

と
。 

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

者
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
高
浜
市

営
住
宅
条
例
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。 

※
単
身
の
方
で
も
一
定
の
要
件
（
高

齢
者
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
申
し
込
み
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
不
自
然
に
家
族
を

分
割
す
る
場
合
や
不
自
然
な
寄
り

合
い
世
帯
な
ど
は
除
き
ま
す
。 

・
収
入
基
準
（
所
得
月
額
）
は
一
般

世
帯
の
場
合
２０
万
円
以
下
、
緩
和

世
帯
の
場
合
２６
万
8
，
0
0
0
円

以
下
の
世
帯
 

・
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
世
帯
 

・
市
県
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
 

　
帯
 

そ
の
他
 

・
入
居
す
る
と
家
賃
以
外
に
共
益
費

が
必
要
で
す
。（
自
動
的
に
住
宅

の
自
治
会
員
に
な
り
ま
す
） 

・
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
家
賃
が

毎
年
決
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

・
こ
の
募
集
住
宅
は
、
既
設
住
宅
で

あ
り
建
築
年
数
も
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
壁
・
床
な
ど
に
汚
れ

な
ど
が
あ
り
修
繕
で
き
か
ね
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

・
入
居
に
あ
た
っ
て
は
ペ
ッ
ト
飼
育

禁
止
な
ど
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
案
内
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ

さ
い
。 

申
込
用
紙
交
付
期
間
　
１０
月
１
日
貉

〜
１５
日
貉
（
土
・
日
曜
日
可
）
午

前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５
分
 

申
込
受
付
期
間
　
１０
月
8
日
貉
〜
１５

日
貉
（
土
・
日
曜
日
可
）
午
前
8

時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５
分
 

申
込
用
紙
交
付
・
受
付
場
所
　
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ
 

公
開
抽
選
・
入
居
説
明
の
日
時
・
場

所
　
１０
月
２０
日
豺
　
午
前
１０
時
〜
市

　
役
所
4
階
第
2
会
議
室
 

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
の
で
、

か
な
ら
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

入
居
予
定
日
　
１１
月
１
日
貍
 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1（
内
線
２６５
） 

          　
平
成
２０
年
第
2
回
衣
浦
東
部
広
域

連
合
議
会
定
例
会
が
、
8
月
２１
日
に

広
域
連
合
議
場
（
刈
谷
市
役
所
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
議
会
で
は
、
平
成
１９
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
、
平

成
２０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

◆
平
成
１９
年
度
衣
浦
東
部
広
域
連
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
 

 

                                問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
 

　
蕁
６３‐0
1
3
1

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

衣
浦
東
部
広
域
連
合 
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住
　
宅 

救
命
講
習
会
 

消
　
防 

会　場 

講習会名 

開催日 

開催時間 

定　員 

申込先 
・詳細 

対象者 

刈谷消防署 知立消防署 

普通救命講習会蠢 小児・乳児応急手当講習会 

10月19日豸 10月18日貍 

午前9時～正午 午前9時～11時 

先着20人 先着15人 
無料 

10月5日豸午前9時から募集開始 
蕁23－1299　救急係へ 

碧海5市在住・在勤の方　　※いずれの会場でも受講できます。 

無料 
10月5日豸午前9時から募集開始 
蕁81－4144　救急係へ 

高浜消防署 

上級救命講習会 

10月25日貍・26日豸 
25日　午前9時～午後3時 
26日　午前9時～正午

先着20人 
無料 

10月5日豸午前9時から募集開始 
蕁52－1190　救急係へ 

歳出 歳入 
科目 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国庫支出金 

財産収入 

寄附金 

繰越金 

諸収入 

県支出金 

　　　　計 

 

4,621,759,000 

11,093,000 

23,066,000 

1,000 

1,000 

124,312,000 

28,312,000 

3,664,000 

4,812,208,000 

 

4,621,758,939 

11,744,915 

23,066,000 

210,000 

0 

124,312,061 

29,761,572 

3,664,000 

4,814,517,487 

 

96.0% 

0.2% 

0.5% 

0.0% 

－ 

2.6% 

0.6% 

0.1% 

100.0%

100.0% 

105.9% 

100.0% 

21,000.0% 

－ 

100.0% 

105.1% 

100.0% 

100.0% 

 

議 会 費  

総 務 費  

消 防 費  

公 債 費  

予 備 費  

計  

 

2,561,000 

194,361,000 

4,569,543,000 

25,743,000 

20,000,000 

4,812,208,000

2,071,948 

183,924,804 

4,499,217,742 

25,240,143 

0 

4,710,454,637

0.1% 

3.9% 

95.5% 

0.5% 

－ 

100.0%

80.9% 

94.6% 

98.5% 

98.0% 

－ 

97.9% 

 

予算現額 収入済額 構成比 収入率 科目 予算現額 支出済額 構成比 執行率 

単位　円 単位　円 
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7
日
貂
、
１４
日
貂
、
２１
日
貂
、
２８

日
貂
 

   と
き
　
１０
月
4
日
貍
、
１８
日
貍
　
午

後
2
時
〜
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
土
よ
う
お
は
な
し
会
 

   と
き
　
１０
月
１１
日
貍
　
午
後
2
時
〜

2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
ト
キ
の
会
 

   と
き
　
１０
月
２５
日
貍
　
午
後
2
時
〜

3
時
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

内
容
　
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
し
よ
う
 

対
象
　
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）、
小

学
生
 

定
員
　
２０
人
 

参
加
費
　
無
料
 

    と
き
　
１０
月
１０
日
貊
　
午
後
1
時
３０

分
〜
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
吉
浜
公
民
館
１
階
和
室
 

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
の
紹
介
、
工
作
、
読
書
相

談
 

対
象
　
0
〜
2
歳
児
と
保
護
者
 

読
み
手
　
マ
ザ
リ
ー
ズ
 

参
加
費
　
無
料
 

            　
読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

・
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
4
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会
） 

・
水
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
金
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
土
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会
） 

     ・「
図
書
館
…
利
用
し
た
こ
と
な
い

し
…
ち
ょ
っ
と
遠
い
か
な
」 

　
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
図
書
館
に
来

な
く
て
も
電
話
や
ご
自
宅
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

・「
話
題
の
本
や
新
聞
に
載
っ
て
い

た
本
あ
る
か
し
ら
？
」 

　
お
気
軽
に
図
書
館
へ
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
調

べ
し
ま
す
。
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
携
帯
電
話
か
ら
も
蔵
書
検
索
が

利
用
で
き
ま
す
。
所
蔵
し
て
い
な
い

本
は
近
隣
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

・「
図
書
館
ま
で
借
り
に
い
け
な
い

の
で
す
が
…
」 

　
図
書
館
の
本
を
最
寄
り
の
受
渡
拠

点
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
電
話
・
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

・
受
渡
拠
点
NO
１
 

　
南
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
図

書
館
の
端
末
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
館
・
吉
浜
・
高
取
図
書
室
と
同
様

の
業
務
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

・
受
渡
拠
点
NO
2
〜
NO 
１３
 

　
図
書
の
延
長
貸
出
、
予
約
や
取
消

し
、
ま
た
利
用
状
況
の
確
認
、
リ
ク

エ
ス
ト
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
図

書
の
受
渡
し
の
み
で
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

・「
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
い
こ
と
が
あ

る
の
…
」 

　
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

図
書
館
の
窓
口
や
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

               　
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
は
、
平
成

２１
年
4
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
管
理
運
営
を

行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
、
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
募
集
要
項
は
、
図
書
館
で
配
布
し

ま
す
） 

 問
合
せ
先
 

　
図
書
館
 

　
蕁
５２‐0
2
4
0

図
書
館 

１０
月
の
休
館
日
 

紙
芝
居
の
日 

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の 

ひ
と
と
き 

え
ほ
ん
の
森 

利
用
が 

便
利
に
な
り
ま
し
た 

指
定
管
理
者
を
募
集 

お
は
な
し
会 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

No. 受渡拠点名 対応時間 利用できない日 
1 南部まちづくり協議会(端末機) 午前9時～午後5時 土・日・祝日・年末年始 
2 高浜幼稚園 午前9時～午後5時 土・日・祝日・年末年始 
3 中央保育園 午前9時～午後5時 日・祝日・年末年始 
4 南部保育園 午前9時～午後5時 日・祝日・年末年始 
5 吉浜保育園 午前9時～午後5時 日・祝日・年末年始 
6 吉浜北部保育園 午前9時～午後5時 日・祝日・年末年始 
7 翼児童センター 午前9時～午後5時 日・祝日・年末年始 
8 大山公民館 午前9時～午後5時 火曜日・年末年始 
9 特別養護老人ホーム高浜安立荘 午前9時～午後5時 年末年始 

10 青少年ホーム 午前9時～午後9時 土・日・祝日・年末年始 
11 ひかりこども園 午前9時～午後5時 土・日・祝日・年末年始 
12 いちごプラザ 午前10時～午後4時 土・日・祝日・年末年始 
13 いきいき広場 午前8時30分～午後5時 年末年始 



          　
ま
っ
た
く
陶
芸
の
経
験
が
な
い
方

を
対
象
に
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

講
師
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
指
導
員
 

定
員
　
各
コ
ー
ス
8
人
 

費
用
　
7
，
5
8
0
円
 

     　
少
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
電

動
ロ
ク
ロ
を
体
験
し
て
み
た
い
方
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

講
師
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
指
導
員
 

定
員
　
各
コ
ー
ス
１４
人
 

費
用
　
7
，
5
8
0
円
 

申
込
方
法
　
か
わ
ら
美
術
館
に
備
え

付
け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
直
接
来
館
す
る
か
、
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
開
始
　
１０
月
１２
日
豸
　
午
前
9

時
〜
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。
先
着
順
に
受
講
者
を
決
定
し

ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２‐3
3
6
6
 

　
薨
５２‐8
1
0
0
 

            　
来
年
の
干
支
で
あ
る
「
う
し
」
を

粘
土
で
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。 

　
玄
関
先
や
お
部
屋
に
飾
る
こ
と
が

で
き
る
、
お
手
ご
ろ
サ
イ
ズ
の
置
物

を
つ
く
り
ま
す
。 

と
き
　
１０
月
２５
日
貍
　
午
前
9
時
３０

分
〜
正
午
 

と
こ
ろ
　
か
わ
ら
美
術
館
 

定
員
　
２０
人
 

受
講
料
　
大
人
1
，
0
0
0
円
、
小

人
4
7
0
円
（
別
途
作
品
完
成
通

知
ハ
ガ
キ
代
５０
円
が
必
要
） 

申
込
方
法
　
１０
月
１２
日
豸
　
午
前
9

時
よ
り
当
館
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

※
先
着
順
で
受
講
決
定
と
な
り
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２‐3
3
6
6
 

　
薨
５２‐8
1
0
0
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初
級
者
陶
芸
教
室 

受
講
者
募
集 

初
級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室 

受
講
者
募
集 

 

陶
芸
講
座 

「
う
し（
干
支
）づ
く
り
」 

議
会
映
像（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）貸
出
し 

お
詫
び 

か
わ
ら 

　
美
術
館 

    　
市
議
会
で
は
定
例
会
と
臨
時
会

の
映
像
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸

出
し
を
6
月
議
会
分
よ
り
行
っ
て

い
ま
す
が
、
9
月
高
浜
市
議
会
定

例
会
第
１
日
（
9
月
2
日
／
議
案

上
程
な
ど
）、
第
2
日
（
9
月
4

日
／
一
般
質
問
）
第
3
日
（
9
月

5
日
／
一
般
質
問
）、
第
4
日
（
9

月
8
日
／
総
括
質
疑
）
に
お
い
て
、

不
具
合
に
よ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
の
録
画

が
で
き
ず
、
こ
の
間
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

貸
し
出
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
間
の
会
議
内
容
を
含
む
会

議
録
を
作
成
中
で
す
が
、
会
議
録

完
成
ま
で
に
会
議
内
容
を
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
議
会
グ
ル
ー

プ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
議
会
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1
（
内
線
３３６
） 

蜷初級者陶芸教室 

コース名 

Ａコース 
（木・金曜日） 

11／6・7・13・14・20・21、12／12、1／9 
午前9時30分～正午 

月　　　　　日 

内
　
　
　
　
　
容 

1

2

3

4

5

6

7

8

大鉢1、小鉢3

前日に作品の高台づくり 

コーヒーカップ 

コーヒー皿 

花びん 

つぼ 

手びねり 

かきべら 
 手びねり 

手びねり・たたらづくり 

たたらづくり 

ひもづくり 

手直しおよびコーヒーカップと皿の絵付け 

講評・反省会 

回 区分 

制　作 

絵付け 

引渡し 

蜷初級者電動ロクロ教室 

コース名 月　　　　　日 

内
　
　
　
　
　
容 

1

2

3

4

5

6

7

8

土練り・心出し・引き上げ 

湯のみ作り 

茶碗作り（前日の作品の高台作り） 

湯のみ・茶碗・小鉢などの自由創作 

大皿または大鉢（前日の作品の高台作り） 
 手直しおよび3回～6回の作品に施釉 

講評・反省会 

回 区分 

制　作 

基　礎 
練　習 

施　釉 

引渡し 

作　　　　　　品 

作　　品 技　　法 

丑 

市
 
□
 

Ａコース 
（木・金曜日） 

11／6・7・13・14・20・21、12／12、1／9 
午後1時30分～午後4時（最終日のみ午前9時30分～正午） 
 

Ｂコース 
（土・日曜日） 

11／8・9・15・16・22・23、12／13、1／10 
午後1時30分～午後4時（最終日のみ午前9時30分～正午） 
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ふ
ん
わ
り
ふ
っ
く
ら
い
い
に
お
い
。

あ
な
た
も
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。 

と
き
　
１０
月
２５
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
２０
人
 

材
料
費
　
１００
円
 

内
容
　
ホ
イ
ル
ケ
ー
キ
作
り
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ボ

ー
ル
（
小
）、
泡
た
て
器
、
ヘ
ラ
 

申
込
期
間
・
方
法
　
１０
月
4
日
貍
〜

１６
日
貅
に
、
材
料
費
を
添
え
て
東

海
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２‐5
1
2
6
 

    　
シ
ー
チ
キ
ン
や
コ
ー
ン
な
ど
を
使

っ
て
餃
子
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

と
き
　
１０
月
１８
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
２０
人
 

材
料
費
　
１００
円
 

内
容
　
変
り
餃
子
作
り
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
ま

た
は
バ
ン
ダ
ナ
）、
タ
オ
ル
、
水

筒
 

申
込
期
間
・
方
法
　
１０
月
4
日
貍
〜

１１
日
貍
に
、
材
料
費
を
添
え
て
翼

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５４‐2
8
3
3
 

     　
友
達
と
一
緒
に
缶
飯
を
作
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。 

と
き
　
１１
月
3
日
豢
　
午
前
9
時
３０

分
〜
午
後
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
大
山
緑
地
（
雨
天
の
場
合

は
、
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
） 

集
合
・
解
散
場
所
　
大
山
緑
地
馬
場
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
８０
人
 

材
料
費
　
２００
円
 

内
容
　
缶
飯
作
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
 

持
ち
物
　
米
１
合
、
空
き
缶
（
直
径

約
８.５
㎝
高
さ
約
１１.
5
㎝
）、
水
筒
、

軍
手
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
プ
ー

ン
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
雨
ガ
ッ
パ
 

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、

運
動
靴
 

そ
の
他
　
送
迎
は
、
保
護
者
で
お
願

い
し
ま
す
。 

申
込
期
間
・
方
法
　
１０
月
4
日
貍
〜

１１
日
貍
に
、
材
料
費
を
添
え
て

各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

     　
児
童
セ
ン
タ
ー
合
同
デ
イ
・
キ
ャ

ン
プ
の
た
め
、
す
べ
て
の
児
童
セ
ン

タ
ー
が
臨
時
休
館
し
ま
す
。 

と
き
　
１１
月
3
日
豢
　
午
前
9
時
〜
 

　
午
後
5
時
 

 問
合
せ
先
 

・
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２‐5
1
2
6
 

・
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２‐3
0
1
4
 

・
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２‐1
0
1
9
 

・
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５４‐2
8
3
3
 

             　
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実

践
的
な
技
能
者
に
向
け
、
職
業
に
必

要
な
技
術
や
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。 

応
募
資
格
 

・
中
卒
コ
ー
ス
　
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
原
則
３０
歳
以
下

の
方
（
平
成
２１
年
3
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
） 

・
高
卒
コ
ー
ス
　
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
原
則
３０
歳
以

下
の
方
（
平
成
２１
年
3
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
） 

選
考
方
法
　
入
校
を
希
望
す
る
高
等

技
術
専
門
校
で
、
筆
記
試
験
お
よ

び
面
接
を
実
施
 

入
校
日
　
平
成
２１
年
4
月
8
日
貉
 

申
込
方
法
　
入
校
願
書
を
入
校
希
望

の
高
等
技
術
専
門
校
へ
直
接
、
ま

た
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
を
経
由
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

・
入
校
検
定
料
　
4
，
4
0
0
円
 

・
入
校
料
　
　
　
5
，
6
5
0
円
 

・
授
業
料
年
額
　
6
万
円
 

入
校
検
定
料
・
入
校
料
・
授
業
料
（
金

額
は
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
） 

※
詳
し
く
は
各
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

募
集
科
・
募
集
定
員
な
ど
 

こ
ど
も
お
菓
子
作
り 

児
童
セ
ン
タ
ー
合
同 

デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ 

児
童
セ
ン
タ
ー 

臨
時
休
館 

普
通
課
程
訓
練
生 

募
集 

県
立
高
等
技
術
専
門
校 

 
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ 

パ
ー
ト
蠡 

児
童 

　

セ
ン
タ
ー 

募
　
集 

高等技術専門校名 訓　練　科　名 コース区分 訓練期間 募集定員 

岡崎高等技術専門校 
岡崎市美合町字平端24 
蕁0564-51-0775

システム設計科 
業務ソフトウェアコース 
組込みソフトウェアコース 

高卒コース 2年 
 

20人 
10人 
 

メカトロニクス科 高卒コース 2年 20人 

木造建築科 中卒コース 

中卒コース 
募　集　期　間 選　考　日 

11月17日（月）～平成21年1月9日（金） 平成21年1月20日（火） 

10月1日（水）～10月29日（水） 11月7日（金） 

平成21年1月6日（火）～平成21年2月13日（金） 平成21年2月20日（金） 
高卒コース 

Ａ日程 

B日程 

2年 20人 

名古屋高等技術専門校 
名古屋市北区安井2-4-48 
蕁052-917-6711 

 

東三河高等技術専門校 
豊川市一宮町上新切33-4 
蕁0533-93-2018

募集期間・選考日 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

20人 建築デザイン科 高卒コース 2年 



    募
集
科
目
・
募
集
定
員
な
ど
 

（
普
通
課
程
）
…
2
年
 

・
シ
ス
テ
ム
設
計
科
　
２０
人
 

（
短
期
課
程
）
…
１
年
 

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
３０
人
 

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
機
械
コ
ー
ス
　
１５

人
 

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
設
計
コ
ー
ス
　
１５

人
 

・
デ
ザ
イ
ン
科
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
　
２０

人
 

・
デ
ザ
イ
ン
科
Ｄ
Ｔ
Ｐ
コ
ー
ス
　
１０

人
 

・
園
芸
科
・
ア
パ
レ
ル
科
・
彫
型
工

芸
科
　
あ
わ
せ
て
４０
人
 

募
集
期
間
　
 

・
第
1
回
　
１０
月
１
日
貉
〜
１１
月
7

日
貊
 

・
第
2
回
　
平
成
２１
年
1
月
5
日
豺

〜
2
月
１３
日
貊
 

選
考
日
 

・
第
1
回
　
１１
月
１６
日
豸
 

・
第
2
回
　
平
成
２１
年
2
月
２２
日
豸
 

応
募
資
格
 

・
障
が
い
者
で
、
技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方
（
身

体
障
が
い
以
外
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方
 

・
訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
方
 

申
込
方
法
　
入
校
願
書
お
よ
び
健
康

診
断
書
を
、
刈
谷
公
共
職
業
安
定

所
を
経
由
し
て
、
愛
知
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

入
校
日
　
平
成
２１
年
4
月
8
日
貉
 

選
考
方
法
　
一
般
教
養
・
面
接
 

受
験
料
・
入
校
料
・
授
業
料
　
無
料
 

そ
の
他
 

・
教
科
書
代
、
作
業
衣
代
、
食
費
な

ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。 

・
通
校
が
不
便
な
方
で
、
寮
規
則
を

守
り
自
立
し
た
寮
生
活
の
で
き
る

方
は
、
寄
宿
舎
に
入
寮
で
き
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
 

　
蕁
0
5
3
3‐９３‐2
1
0
2
 

　
薨
0
5
3
3‐９３‐6
5
5
4
 

            ◆
生
命
保
険
の
初
歩
を
知
ろ
う
！
 

　「
生
命
保
険
は
難
し
く
て
よ
く
わ

か
ら
な
い
」「
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
入

っ
た
」
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
た
め
に
賢

く
選
ぶ
、
し
っ
か
り
見
直
す
き
っ
か

け
に
し
ま
せ
ん
か
。
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
保
険
の
基
礎
を
学
び

ま
し
ょ
う
。 

※
勧
誘
な
ど
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

と
き
　
１０
月
２１
日
貂
　
午
前
１０
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
7
時
〜
8

時
 

※
い
ず
れ
か
を
選
択
。 

と
こ
ろ
　
日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門

学
校
 

定
員
　
各
8
人
 

参
加
費
　
１００
円
 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
 

企
画
　
中
尾
寛
氏
 

申
込
期
間
　
１０
月
3
日
貊
〜
１７
日
貊

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分
（
土
 

　
・
日
曜
日
を
除
く
） 

託
児
　
参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

※
申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

2
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い

き
広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
入
金
後
の
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
 

　
蕁
０９０‐6
5
9
2‐1
5
7
3
 

             と
き
　
 

・
１０
月
8
日
貉
　
①
お
も
て
な
し
茶

会
／
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時
／
井

桁
屋
公
園
 

・
１０
月
１１
日
貍
　
②
西
尾
城
址
薪
能

／
午
後
5
時
〜
8
時
／
歴
史
公
園

（
雨
天
時
は
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
） 

・
１０
月
１１
日
貍
・
１２
日
豸
　
③
お
も

て
な
し
茶
会
／
１１
日
…
午
前
１０
時

〜
午
後
4
時
、
１２
日
…
午
前
１０
時

〜
午
後
3
時
／
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

尚
古
荘
　
④
ま
ち
な
か
茶
会
／
１１

日
…
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時
、
１２

日
…
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時
／
中

心
市
街
地
各
店
舗
ほ
か
　
⑤
お
も

て
な
し
広
域
交
流
物
産
展
／
１１
日

…
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時
、
１２
日

…
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時
／
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑥
農
林
水
産
振
興

展
・
ア
グ
リ
ン
フ
ェ
ア
西
尾
／
１１

日
…
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時
、
１２

日
…
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時
／
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑦
第
3
回
に
し

お
本
ま
つ
り
／
１１
日
…
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
、
１２
日
…
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
／
岩
瀬
文
庫
・
図
書

館
　
 

・
１０
月
１２
日
豸
　
⑧
た
く
ま
し
い
西

尾
っ
子
大
会
／
午
前
１０
時
〜
午
後

3
時
／
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑨
消

防
市
民
ひ
ろ
ば
／
午
前
１０
時
〜
午

後
3
時
／
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

問
合
せ
先
　
 

　
西
尾
市
役
所
商
工
課
商
工
・
観
光

担
当
 

　
蕁
0
5
6
3‐５６‐2
1
1
1
 

        　
 

　
市
へ
 

　
　
㈱
お
と
う
ふ
工
房
い
し
か
わ
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訓
練
生
募
集 

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

市
制
５５
周
年
記
念 

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト 

■
西
尾
　N

IS
H
IO

■ 

西
三
河
8
市 

イ
ベ
ン
ト 

　
　
だ
よ
り 

ふ
ら
っ
と 

　
カ
レ
ッ
ジ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ
 

参
加
者
募
集
 

善
意
を 

 

あ
り
が
と
う 

　 

ご
ざ
い
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
） 
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今
年
は
「
源
氏
物
語
」
が
読
ま
れ

て
か
ら
一
千
年
と
い
う
記
念
の
年
。

紫
式
部
ゆ
か
り
の
石
山
寺
が
所
蔵
す

る
仏
像
、
仏
画
な
ど
の
国
宝
・
重
要

文
化
財
、
江
戸
か
ら
近
代
に
至
る
源

氏
物
語
を
主
題
と
し
た
美
術
工
芸
品

を
紹
介
し
ま
す
。 

と
き
　
１０
月
１１
日
貍
〜
１１
月
１６
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は

閉
館
３０
分
前
ま
で
） 

休
館
日
　
月
曜
日
、
１０
月
１４
日
貂
、

１１
月
4
日
貂
　（
１０
月
１３
日
豢
、

１１
月
3
日
豢
は
開
館
 

と
こ
ろ
　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
（
岡

崎
市
高
隆
寺
町
字
峠
１
番
地
） 

観
覧
料
　
一
般
1
，
0
0
0
円
（
8
0
 

　
0
円
）、
小
中
学
生
5
0
0
円
（
4
 

　
0
0
円
）
※
（
　
）
内
は
団
体
（
２０

人
以
上
）
料
金
。 

問
合
せ
先
 

　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
 

　
蕁
0
5
6
4‐２８‐5
0
0
0
 

            　
す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
稗
田
川
沿
い
ウ
ォ
ー

ク
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

　
出
発
前
に
体
操
指
導
者
に
よ
る
ス

ト
レ
ッ
チ
も
行
い
ま
す
の
で
、
運
動

不
足
が
気
に
な
る
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、

黒
豆
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が

ら
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

と
き
　
１０
月
１９
日
豸
　
午
前
8
時
３０

分
〜
１０
時
３０ 
分
 

※
歩
く
時
間
は
３０
分
コ
ー
ス
と
５０
分

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

申
込
期
限
　
１０
月
１６
日
貅
 

集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
高
浜

営
農
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

※
雨
天
時
は
、
高
取
公
民
館
で
3
Ｂ

体
操
、
黒
豆
茶
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

実
施
し
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料
 

対
象
・
定
員
　
市
民
２０
人
 

持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
水
筒
 

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
と

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２‐9
8
7
1
 

             　
今
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬

物
乱
用
が
世
界
中
で
急
増
し
て
お
り
、

特
に
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
襲
い

か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
世
界
の
国
々
が
一
丸
と

な
っ
て
薬
物
乱
用
を
撲
滅
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
、
国
連
を
中
心
に
盛
り

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
国
連
で
は｢Y

E
S
 
T
O
 
L
IF
E
, 

N
O
 
T
O
 
D
R
U
G
S
｣

（
愛
す
る
自

分
を
大
切
に
、
薬
物
の
乱
用
を
な
く

そ
う
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
運
動
を

促
進
し
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
、「S

A
Y
 N
O
 T
O
 

D
R
U
G
S

」、
ド
イ
ツ
で
は
、
コ
ー

ル
首
相
の
呼
び
か
け
で
「
ノ
ー
・
パ

ワ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
（K

E
IN
E
 

M
A
C
H
T
 
D
E
N
 
D
R
O
G
E
N

）」、

そ
し
て
日
本
で
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
薬

物
乱
用
は
、
個
人
の
健
康
上
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
犯
罪
の
誘
因

と
な
り
、
家
庭
や
社
会
生
活
の
崩
壊

を
招
く
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
悪
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。 

　
一
度
で
も
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、

や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
を
合
言
葉
に
、

み
ん
な
で
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。 

問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２‐9
8
7
1
 

      　
官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申
請
書
、

届
出
書
な
ど
に
つ
い
て
、
他
人
に
そ

の
作
成
を
依
頼
し
た
り
、
相
談
し
た

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
書
類
を
県

や
市
町
村
な
ど
の
官
公
署
に
提
出
す

る
手
続
の
代
理
を
依
頼
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と

き
の
た
め
に
、
行
政
書
士
制
度
が
あ

り
ま
す
。 

　
行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
会
の
会

員
と
し
て
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き

次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利

義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類

（
実
地
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を

含
む
）
の
作
成
 

②
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る

手
続
の
代
理
 

③
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
の
契
約
代
理
 

④
①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相

談
 

　
行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
方
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
①

の
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書
士

法
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
違
反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成

を
他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
以
上

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

・
県
法
務
文
書
課
 

　
蕁
０５２

‐９６１‐2
1
1
1
（
内
線
2
 

　
1
3
7
） 

・
県
行
政
書
士
会
 

　
蕁
０５２

‐９３１‐4
0
6
8
 

 

稗
田
川
早
朝
ウ
ォ
ー
ク 

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り
推
進
委
員 

ひ
が
し
グ
ル
ー
プ
主
催 

１０
月
１
日
〜
１１
月
３０
日 

麻
薬
・
覚
せ
い
剤 

禍
撲
滅
運
動 

各
種
申
請
書
の
作
成
を 

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

岡
崎
市
美
術
博
物
館 

石
山
寺
の
美 

■
岡
崎
　O

K
A
Z
A
K
I

■ 

「紫式部図」土佐光起筆／江戸時代 
と　さ みつおき 

そ
の
他 



市
 
□
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１０
月
は 

ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間 

浄
化
槽
強
調
月
間
で
す 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

     　
浄
化
槽
の
法
定
検
査
、
保
守
点
検
、

定
期
清
掃
を
行
い
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。 

浄
化
槽
の
維
持
管
理
 

　
浄
化
槽
は
、
設
置
者
（
浄
化
槽
管

理
者
）
が
、
法
定
検
査
、
保
守
点
検
、

浄
化
槽
の
清
掃
を
行
う
こ
と
が
法
律

で
定
め
ら
れ
、
適
正
な
維
持
管
理
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

☆
法
定
検
査
に
は
、
浄
化
槽
法
に
基

づ
く
、
7
条
検
査
と
１１
条
検
査
が

あ
り
ま
す
。 

・
7
条
検
査
は
、
浄
化
槽
の
使
用
開

始
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
の
間
に

受
け
る
検
査
で
す
。 

・
１１
条
検
査
は
、
毎
年
１
回
定
期
的

に
受
け
る
検
査
で
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

を
検
査
し
ま
す
。 

☆
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
法
に
基
づ

い
た
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
に
は
、
送
風
機
や
ポ
ン
プ
の
点

検
、
汚
泥
の
調
整
、
消
毒
剤
の
補

充
な
ど
を
行
い
ま
す
。
２０
人
槽
以

下
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
場

合
、4
か
月
に
１
回
以
上
、
保
守

点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

☆
清
掃
と
は
、
浄
化
槽
内
に
生
じ
た

汚
泥
、
ス
カ
ム
な
ど
の
引
き
出
し
、

洗
浄
、
清
掃
な
ど
を
行
う
作
業
で

す
。
浄
化
槽
は
、
使
用
し
て
い
る

と
必
ず
汚
泥
や
ス
カ
ム
が
発
生
す

る
た
め
、
一
定
量
に
な
る
と
こ
れ

を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
清
掃
を
怠
る
と
、
放
流
水
質

の
悪
化
、
汚
泥
の
流
出
、
悪
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。 

　
　
清
掃
回
数
は
、
年
１
回
以
上
で

す
。 

　
　
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
場
合

や
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
場
合
以
外
は
、
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
で
使
わ
れ
た
水
は
、
未
処
理

の
ま
ま
身
近
な
側
溝
を
経
て
、
周

辺
の
河
川
、
水
路
な
ど
に
放
流
さ

れ
、
最
後
に
は
三
河
湾
に
流
れ
込

み
水
質
汚
濁
の
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

★
平
成
１３
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
浄

化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
単
独
処
理
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

依
頼
先
 

（
法
定
検
査
） 

・
指
定
検
査
機
関
 

　
譛
中
部
微
生
物
研
究
所
 

　
豊
川
市
御
津
町
赤
根
下
川
４８
 

　
蕁
0
5
3
3‐７６‐2
2
2
8
 

（
保
守
点
検
業
者
） 

・
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検

業
者
 

（
清
掃
業
者
） 

・
市
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
 

　
高
浜
衛
生
㈱
 

　
蕁
５３‐0
5
1
6
 

 生
活
排
水
対
策
 

　
市
内
を
流
れ
る
河
川
（
稗
田
川
な

ど
）、
湖
沼
（
油
ヶ
淵
）、
閉
鎖
水
域

で
あ
る
三
河
湾
の
水
質
汚
濁
は
、
ほ

と
ん
ど
は
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が

原
因
で
す
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
水
質
汚
濁

の
主
な
発
生
源
で
あ
る
生
活
排
水
と

三
河
湾
お
よ
び
油
ヶ
淵
を
結
ぶ
流
入

河
川
に
お
い
て
、
水
質
汚
濁
の
削
減

を
図
る
た
め
、
市
民
１
人
ひ
と
り
の

協
力
の
も
と
に
、
生
活
排
水
対
策
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

           ☆
汚
れ
の
発
生
源
は
、
台
所
 

　
わ
た
し
た
ち
が
、
１
人
１
日
に
使

う
水
の
量
は
約
２００
リ
ッ
ト
ル
で
す
。

そ
の
な
か
に
は
４０
グ
ラ
ム
の
汚
れ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
生
活
雑
排
水
（
生
活

排
水
の
う
ち
、
し
尿
を
除
い
た
も
の
）

の
う
ち
台
所
か
ら
の
汚
れ
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
食
器
に
残
っ
た
わ
ず
か
な
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
み
そ
汁
、
ラ

ー
メ
ン
の
汁
な
ど
こ
れ
ら
の
食
品
を

流
し
た
場
合
、

コ
イ
や
フ
ナ
な

ど
が
棲
め
る
水

質
に
す
る
に
は
、

浴
槽
何
杯
分
も

の
水
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

☆
や
っ
て
み
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
 

　
料
理
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
量
を
作

り
、
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

　
洗
剤
は
、
正
し
く
計
っ
て
使
い
ま

し
ょ
う
。
適
量
以
上
に
洗
剤
を
使
っ

て
も
、
無
駄
に
な
る
ば
か
り
か
、
川

や
海
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

・「
使
用
済
の
油
」 

　
油
は
、
吸
収
剤
や
牛
乳
パ
ッ
ク
に

入
れ
た
古
新
聞
な
ど
に
吸
わ
せ
て
可

燃
ご
み
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。 

・「
米
の
と
ぎ
汁
」 

　
米
の
と
ぎ
汁
は
、
庭
木
や
畑
に
ま

き
ま
し
ょ
う
。
水
に
流
し
て
し
ま
え

ば
汚
れ
で
す
が
、
植
物
に
と
っ
て
は

栄
養
分
に
な
り
ま
す
。 

☆
水
循
環
を
考
え
よ
う
 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
水
の
循
環
の
な

か
で
生
き
て
い
ま
す
。 

　
生
活
排
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
や

窒
素
・
り
ん
な
ど
の
栄
養
塩
類
は
、

生
命
の
営
み
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
分

で
す
が
、
大
量
に
な
れ
ば
富
栄
養
化

を
引
き
起
こ
し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

異
常
増
殖
し
て
赤
潮
や
苦
潮
を
発
生

さ
せ
ま
す
。 

　
水
の
恵
み
を
受
け
る
の
は
わ
た
し

た
ち
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
上

の
す
べ
て
の
生
物
で
あ
り
、
将
来
に

わ
た
り
安
心
で
安
全
か
つ
豊
か
な
水

環
境
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

☆
廃
油
石
け
ん
製
造
機
の
貸
出
 

　
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を
直
接

排
水
に
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
粉
石
け
ん
製

造
機
等
貸
出
事
業
の
活
用
を
進
め
て

い
ま
す
。 

　
使
用
申
込
は
、
5
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
か
ら
受
付
し
ま
す
。
市
役
所
市

民
生
活
グ
ル
ー
プ
へ
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1（
内
線
２６５
） 



広報たかはま H20.10.117

PREFEITURA DE TAKAHAMA INFORMA

市営住宅入居者募集 

INSCRIÇÕES  PARA  CONJUNTO  RESIDÊNCIAL  DA  PREFEITURA
Está aberta a inscrição paraÇPunidade residêncial da Prefeitura.(SORTEIO)

DADOS DA UNIDADE（PARA USUÁRIOS COMUNS） 
・RESIDÊNCIAL MUNICIPAL YOSHIKAWA APTO N. 202 （YOSHIKAWA CHÔ 1-2-45）PRÉDIO DE 4 ANDARES. 
 　3DK（6、6、4.5 、DK） 

PERÍODO DE DISTRIBUIÇÃO DO FORMULÁRIO DE INSCRIÇÃO
De 01/10/2008（Qua）à 15/10/2008（Qua）（Inclusive Sábados e Domingos） 
Das 08:30 hs às 17:15 hs

SESSÃO PÚBLICA DE SORTEIO-ESCLARECIMENTOS SOBRE O INGRESSO-LOCAL
20/10/2008（Seg） às 10:00 hs
PREFEITURA DE TAKAHAMA  4º ANDAR SALA DE REUNIÃO n.2
※PRESENÇA OBRIGATÓRIA MESMO DE UM REPRESENTANTE.

PREVISÃO DE INGRESSO   01/11/2008（Sab） 

MAIORES INFORMAÇÕES:  SHIMIM SEIKATSU GURUPU  TEL. 52-1111（ramal 265） 

PERÍODO DE RECEBIMENTO DAS INSCRIÇÕES
De 08/10/2008（Qua）à 15/10/2008（Qua）（Inclusive Sábados e Domingos）
Das 08:30 hs às 17:15 hs

LOCAL DE DISTRIBUIÇÃO E ENTREGA DAS FICHAS DE INSCRIÇÃO
PREFEITURA DE TAKAHAMA SHIMIM SEIKATSU GURUPU（BALCÃO DO 1º ANDAR） 

OUTROS
・Além do aluguel há necessidade de pagar condomínio（Automaticamente ingressa na Associação de Moradores）
・O aluguel é corrigido anualmente baseando-se na renda do inquilino. Maiores informações entre em contato.
・Esse processo de seleção oferece unidades habitacionais em edifícios construídos já ha algum tempo,
   portanto nas paredes e pisos há certo grau de desgaste que não é possível restaurar,esteja conciênte disto.
・Na ocasião do ingresso na unidade não é permitido criar animais de estimação, por isso queira ler 
   atentamente o manual de instruções de inscrição.

QUALIFICAÇÃO NECESSÁRIA（QUESITOS BÁSICOS） 
・PARENTES QUE RESIDAM ATUALMENTE OU PRETENDEM RESIDIR EM COMUM CASAIS QUE TEM VIDA 
　MARITAL（AMIGADOS） INCLUSIVE OS CASADOS LEGALMENTE.
※SOLTEIROS TAMBÉM PODEM SE INSCREVER DESDE QUE SE INCLUAM NAS CONDIÇÕES（IDOSOS ETC...） 
EXCETUAM-SE CASOS EM QUE HAJA  SEPARAÇÃO OU AGREGAÇÃO INADEQUADA DA FAMÍLIA.
・RENDA  BÁSICA（RENDA MENSAL）NO CASO DE FAMÍLIA COMUM ABAIXO DE 200 MIL YENS,
   NO CASO DE FAMÍLIA AGREGADA ABAIXO DE 268 MIL YENS.
・ESTAR COMPROVADAMENTE COM DIFICULDADES DE MORADIA ATUALMENTE.
・NÃO ESTAR DEVENDO IMPOSTOS MUNICIPAIS E PROVINCIAIS. 

A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS 
DIARIAMENTE ( INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS ) 08:30hs ÀS 17:00hs NO SETOR SHIMIN SEIKATSU GURUPU,
AO LADO DE ENTRADA PRINCIPAL TEL.52-1111 r.265
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は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ 

紹
介
し
ま
す 

 

問合せ先 

Ｅメール 

市役所こども育成グループ 
蕁52-1111（内線362・363） 

ikusei@city.takahama.lg.jp

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
子

育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

を
毎
月
1
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

    　
4
月
よ
り
開
始
し
た
、
子
育
て
家

庭
優
待
事
業
。
新
た
な
は
ぐ
み
ん
優

待
シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
公
文
式
　
高
浜
青
木
町
教
室
 

　
青
木
町
四
丁
目
6
番
地
１８
 

　
蕁
５３‐1
2
4
9
 

◆
公
文
式
　
高
浜
南
教
室
 

　
二
池
町
二
丁
目
3
番
地
３２
 

　
蕁
５２‐0
6
8
5
 

◆
公
文
式
　
本
郷
町
教
室
 

　
本
郷
町
二
丁
目
3
番
地
１
 

　
蕁
２５‐3
2
1
6
 

◆
公
文
式
　
吉
浜
教
室
 

　
屋
敷
町
五
丁
目
5
番
地
１
 

　
シ
ャ
ル
マ
ン
Ｙ
１０５
号
室
 

　
蕁
０９０‐4
2
3
5‐1
0
2
5
 

◆
公
文
式
　
吉
浜
呉
竹
教
室
 

　
呉
竹
町
二
丁
目
3
番
地
2
 

　
蕁
５３‐4
1
4
9
 

 定
休
日
／
各
教
室
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

特
典
内
容
／
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
発
刊
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
に
役
立
つ
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
「
え
ほ
ん
だ
い
す
き
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｒ
／
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
で
は
「
高
い
基

礎
学
力
」
と
共
に
、
子
ど
も
達
が

自
ら
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

 ◆
ピ
エ
ロ
あ
い
ち
ゃ
ん
 

　
稗
田
町
二
丁
目
7
番
地
２８
 

　
蕁
０９０‐8
4
7
1‐0
5
2
2
 

定
休
日
／
年
中
無
休
（
応
相
談
） 

特
典
内
容
／
ピ
エ
ロ
あ
い
ち
ゃ
ん
に

出
演
依
頼
を
く
だ
さ
っ
た
方
に
、

プ
ー
ド
ル
の
風
船
１０
個
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
問
合
せ
、
依
頼
時
（
バ
ル
ー

ン
ギ
フ
ト
を
含
む
）
に
自
宅
ま
で

来
て
く
れ
た
お
子
様
に
風
船
の
お

土
産
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｒ
／
ピ
エ
ロ
あ
い
ち
ゃ
ん
が
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
み
ん
な
を

笑
顔
に
さ
せ
、
最
高
の
思
い
出
作

り
を
し
ま
す
。
バ
ル
ー
ン
教
室
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
バ
ル
ー
ン
ギ
フ

ト
も
承
り
ま
す
。 

                          ※
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

子
育
て
家
庭
優
待
事
業
の
協
賛
店

舗
・
施
設
で
す
。
店
頭
に
特
典
内

容
を
書
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
刈
谷
市
や

安
城
市
な
ど
愛
知
県
内
他
市
の
は

ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
で
も
特
典

を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

※
優
待
シ
ョ
ッ
プ
の
最
新
情
報
は
、

県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電

話
か
ら
も
優
待
シ
ョ
ッ
プ
を
掲
載

し
た
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
カ
ー
ド
裏
面
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
の
配
布
 

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
と
い
き
い

き
広
場
、
い
ち
ご
プ
ラ
ザ
で
カ
ー
ド

を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
窓
口
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

今回はたかはまこさんからのエピソードです。 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

ピエロあいちゃん 
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キ
ャ
ン
プ
に 

行
っ
て
き
ま
し
た 

た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の
 

月
か
わ
り
レ
シ
ピ
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た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾
は
、
子
ど

も
た
ち
が
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育

つ
こ
と
を
願
い
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
に
、
各
界
の
第
一
人
者
と
の
出
会

い
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　
先
日
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩

出
し
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
の
他

に
も
、「
高
浜
市
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ
」「
夢
・
未
来
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
あ
り
、
夏
休
み
に
は
合
同
で
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
8
月
１６
日
〜
１８
日
の
2
泊
3
日
で
、

長
野
県
開
田
高
原
に
出
か
け
ま
し
た
。 

　
事
前
に
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
空
き

缶
で
ご
飯
を
炊
く
実
習
を
行
い
、
当

日
に
備
え
た
子
ど
も
た
ち
。
協
力
し

合
っ
て
遊
具
を
手
作
り
し
た
り
、
食

事
を
準
備
し
た
り
、
川
で
魚
つ
か
み
 

            を
し
た
り
と
、
大
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
、
参
加
者
ど
う
し
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。 

　
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
コ
ラ
ム

ニ
ス
ト
の
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト

氏
を
招
き
、「
夢
が
叶
う
秘
訣
！
ド

リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
に
な
ろ
う
！
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
星
空
の
観
察
や
お

は
な
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
ジ
ョ
ン
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

カ
ナ
ダ
で
の
思
い
出
話
に
始
ま
り
、

環
境
や
命
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ジ
ョ

ン
さ
ん
と
見
る
初
め
て
の
流
れ
星
に

感
激
し
た
り
、
自
分
と
つ
な
が
る
命

や
、
大
き
く
広
が
る
世
界
の
こ
と
な

ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
思
い
出

に
残
る
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
　
 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ャ

ン
プ
を
通
し
て
、
自
ら
の
手
で
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
作
り
出
す
喜
び
や
楽

し
さ
を
知
り
、
命
を
育
む
自
然
や
自

分
を
取
り
巻
く
世
界
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
、
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
、
高

浜
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

　「
た
く
さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
も
楽
し
め
た
。」「
い
ろ
ん
な

思
い
出
が
で
き
た
の
で
、
ま
た
来
年

も
い
き
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
、
夏
休
み
の
宝
物
と
な
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

　
た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾
で
は
、
今

回
の
キ
ャ
ン
プ
を
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

h
ttp
://yu

m
e
-m
ira
i-ju
ku
.jp
/

 

             問
合
せ
先
 

　
た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾
 

　
蕁
薨
０９０‐4
2
1
4‐9
6
8
9
 

　E
-m
a
il:m
ira
iju
k
u
@
k
a
tc
h
 

　.n
e
.jp
 

  

  　
児
童
手
当
の
１０
月
定
期
支
給
分
を

１０
月
１０
日
貊
に
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

さ
れ
た
受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

　
今
回
支
給
す
る
手
当
は
、
平
成
２０

年
6
月
か
ら
9
月
ま
で
の
4
ヶ
月
分

で
す
。 

　
今
回
の
振
込
み
に
先
立
ち
、
個
別

に
「
支
払
通
知
書
」
を
送
付
し
、
１

年
分
の
支
給
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
支
給
額
に
変
更
の
な
い
限

り
、
2
月
お
よ
び
6
月
の
支
給
時
に

は
個
別
の
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

預
金
通
帳
な
ど
で
入
金
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

     　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

◆
さ
ん
ま
の
甘
酢
あ
ん
か
け
 

材
料
（
１
人
分
）　
さ
ん
ま
（
3
枚

卸
）
４０
ｇ
、
塩
少
々
、
片
栗
粉
3

ｇ
、
玉
ね
ぎ
２０
ｇ
、
キ
ャ
ベ
ツ
２０

ｇ
、
人
参
7
ｇ
、
ピ
ー
マ
ン
5
ｇ
、

生
椎
茸
１０
ｇ
 
Ａ（
醤
油
3
ｇ
、
酢

2
ｇ
、
砂
糖
2
ｇ
）
油
少
々
、
片

栗
粉
1
ｇ
、
揚
げ
油
適
量
 

作
り
方
  

①
さ
ん
ま
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

切
り
、
軽
く
塩
を
ふ
る
。
片
栗
粉

を
ま
ぶ
し
て
油
で
揚
げ
る
。 
 

②
玉
ね
ぎ
は
く
し
切
り
、
キ
ャ
ベ
ツ

と
ピ
ー
マ
ン
は
太
め
の
千
切
り
、

人
参
は
短
冊
切
り
、
生
椎
茸
は
薄

切
り
に
す
る
。 

③
鍋
に
油
を
う
す
く
ひ
き
、
②
の
野

菜
を
軽
く
炒
め
る
。
水
を
野
菜
が

浸
る
く
ら
い
入
れ
、
Ａ
を
加
え
て

煮
る
。
片
栗
粉
を
同
量
の
水
で
溶

い
て
加
え
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。 

④
①
に
③
を
か
け
る
 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言
 

　
さ
ん
ま
は
、
秋
の
味
覚
を
代

表
す
る
魚
だ
よ
。
新
鮮
な
さ
ん

ま
は
、
口
先
が
ほ
ん
の
り
黄
色

で
、
尾
を
持
っ
て
頭
を
上
に
向

け
た
時
に
体
が
曲
が
ら
ず
に
ま

っ
す
ぐ
立
つ
ん
だ
っ
て
。 

児
童
手
当
を
支
給 

し
ま
す 



問合せ先：いきいき広場内『プチ福祉機器展実行委員会』事務局　蕁52－9873
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早期配布にご協力ください。 

10月4日貍から市内の各所で行なわれる「おまんと」。

早朝から神馬、はやし車とともに町内を行列し、神社入

りします。終日聞こえるお囃子（チャラポコ）の音色。

円形に組まれた馬場では、若衆が疾走する馬と一体で駆

け回り、観る者に迫力を伝えます。（写真は昨年撮影した

ものです。） 

表　紙 郷土の文化～おまんと～ 

（ポルトガル語のページを読んでください！） 

①福祉用具のデモンストレーションなど 
　最新の階段昇降機など、さまざまな工夫が施
された福祉用具を実際に動かしたり試乗したり
して体験できます。食品やトロミ剤などの試食
もできます。 

②「障がいのあるお子さんのいきいき何でも相談
会」特別開催 
　おおむね午前10時から正午までの間、通常
は第4日曜日の午前中に開催しているこの相談
会を特別に開催します。 

③メイクボランティアチームによる5分間ビュー
ティー体験 
　午後1時からは、5月から取り組んできたメ
イクボランティア養成講座の修了者チームが短
時間で美しく変身できるコツをご紹介します。 
④おもちゃ病院特別開院 
　午後1時から、今回初めておもちゃドクター
をお呼びしておもちゃ病院を開きます。壊れて
しまったおもちゃの治療をかねて、お子さん、
お孫さんと福祉機器展を見に来ませんか？ 

第5回 

プチ福祉機器展 
と　き　10月11日貍 
　　　　午前10時～午後4時 
ところ　いきいき広場 
入場料　無料 

　①小規模であっても②継続的に③地域の利用者にとって真の意味で役に立つ福祉機器展に

育てていくことを目標にスタートした『プチ福祉機器展』。 

　第5回のテーマは「生活を支え、子どもの育ちをサポートする福祉用具」です。 

　障がいがあっても、高齢になっても、地域の中で支えあって暮らしていく…それを手助け

する各種福祉用具を今回も多数展示します。 

〈今回のみどころ〉 
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